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挑戦と継続で未来を創る２学期  
～古中祭に向け、仲間とともに高め合おう～              

 校長   津  田  和  翁  
 

夏休みが終わり、いよいよ２学期が始まりました。暑さがひときわ厳しかった今年の夏、

皆さんにとってどのような時間だったでしょうか。部活動や学習、地域での体験など、そ

れぞれの場面で一人ひとりが成長する機会を得られたことと思います。この経験を、これ

からの学校生活にしっかりと生かしてほしいと願っています。  

７月３０日には、カムチャツカで発生した地震により津波注意報が発令されましたが、

保護者の皆様のご協力により迅速な避難行動をとることができました。生徒の安全確

保にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。  

２学期は１年間で最も長い学期です。古中祭をはじめ、球技大会、そして３年生にとっ

ては進路実現に向けた取り組みが本格化します。行事や学習を通して仲間と協力し、

自分を磨く絶好の機会です。大切なのは、失敗を恐れず「挑戦すること」、そして途中で

あきらめず「継続すること」です。この二つを意識して過ごす２学期にしてほしいと思いま

す。 

特に古中祭は、本校の魅力を保護者や地域の皆様に発信するとともに、生徒自身が

古中の良さを再確認する大切な場です。限られた時間の中で準備を重ねる過程にこそ、

学びの価値があります。実行委員会を中心に、各専門委員会・学年・吹奏楽部が力を

合わせて創り上げる発表の場です。全校合唱を含め、仲間と一緒に一つのものを作り

上げる喜びや達成感を味わってほしいと思います。  

また、３年生は進路選択に向けて、いよいよ決断の時期を迎えます。自分の未来に責

任を持ち、計画的に学習を進めてください。  

保護者・地域の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、

厚く御礼申し上げます。夏休み最終日には、職員研修を実施しました。午前は余市警察

署のご協力を得て不審者対応訓練を、午後は２学期からの学校改善を目的としたワー

クショップ型研修を行いました。また、１学期末に送付した学校評価アンケートへのご協

力にも感謝申し上げます。現在集計中ですが、皆様からいただいたご意見を今後の学

校改善に生かしてまいります。未回答の方は、ぜひご協力をお願いいたします。  

これからも学校・家庭・地域が一体となり、生徒たちの成長を力強く支えていきたいと

考えております。引き続き、本校への温かいご支援をよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

前期学校評価アンケートのお願い 
 
 ぜひ、未回答の方は、右の２次元コードから Google フォームにてぜひご回答ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いやりのある社会を実現するには! ～社会を明るくする運動 北後志住民集会 

７月２５日（金）に古平町かなえーるにて、第７５回 
「社会を明るくする運動」北後志住民集会が行われ、 
作文・標語の入賞者が発表されました。 
本校からは４名の生徒が表彰され、作文の部で金 
賞を受賞した○○○○さんが作品を発表しました。 
○○さんは、「思いやりのある社会を実現するには、 
人への思いやりを持つことや心づかいをもつことが大 
切だ」と自分の考えを堂々と伝えていました。 

 
入賞作品 標語の部 中学生 佳作 ３年 ○○○○  「違っていい 一人一人に ある個性」 
         作文の部 中学生 金賞 ２年 ○○○○ 「人として心遣いや思いやり」 
                  中学生 銀賞 ２年 ○○○○  「人としての心遣いや思いやり」 
                  中学生 銅賞 ２年 ○○○○  「明るい社会にするためには」 
 
 

生徒の安全を守るために！ ～不審者対応訓練 

  ８月２０日(水)に、本校では生徒の安全確保を目的とし 
た不審者対応訓練を行いました。今回は、余市警察署員 
を講師にお迎えし、教職員を対象にした実践的な訓練を 
実施しました。 
訓練では、校内に刃物を持った不審者が侵入したとい 
う想定のもと、生徒の避難誘導、通報、さすまたによる威嚇・ 
制止など、緊急時の対応を確認しました。 
「さすまたの使い方などを学ぶことのできた大変貴重な 
経験でした。」、「不審者を警察が来るまで取り押さえるこ 
とは容易なことではないと実感した。」、「生徒の安全を守 
るためには、役割を変えての訓練や日頃からの連携と準備が不可欠」といった意見が出され、今後の対応力向
上につながる有意義な時間となりました。訓練後の振り返りや情報交流を生かし、今後、改善点の共有やマニュ
アルの見直しを行っていきます。 
 

明るい体育館で汗をかく！ ～体育館照明ＬＥＤ工事完了 

夏季休業中に体育館の照明設備のＬＥＤ化工事が行われ、アリーナの照明がすべて新しく交換されました。 
これまで体育館では、電球切れや機器の不具合が見られ、日によってはやや薄暗い中で体育の授業や部活動

が行われることもありました。今回の工事により、照明環境が大きく改善されました。 
工事後に部活動を行った生徒からは、「明るいけれど、まぶしすぎず運動しやすい」「白っぽい光で、優しい雰

囲気がある」 などの声が寄せられています。 
日頃より、生徒が快適に活動できる学校環境づくりにご尽力いただいている古平町ならびに地域の皆さまに、

心より感謝申し上げます。 ご来校の際には、ぜひ新しくなった明るい体育館をご覧ください。 
 

音でつながる絆! ～全日本吹奏楽コンクール 札幌地区大会! 

８月５日(火)に札幌コンサートホール Kitaraにおい 
て、「全日本吹奏楽コンクール 札幌地区大会」が開催 
され、本校吹奏楽部が出場しました。 
演奏曲目は、「なぞのたからばこ」という、三楽章から 

なる楽曲で、同じメロディーを使いながらも、楽章ごとに 
異なるイメージで構成されています。 
生徒たちは、それぞれの役割を果たすために、一生懸 

命練習を重ね、本番では練習の成果を堂々と発揮しま 
した。 
審査員からは、「少ない人数ながらもパワフルなサウ 

ンドで演奏していた」とのコメントをいただき、銅賞を受 
賞しました。 
今後、１０月の古中祭と定期演奏会、１１月の古平町文化祭と演奏の場が予定されています。コンクールで演

奏した曲も披露しますので、保護者・地域の皆様に聴いていただきたいと思います。 


